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成人期支援の課題と機関連携 
～福祉サービス事業所へのコンサルテーション 

 
 

北九州市発達障害者支援センター つばさ 

平成25年6月15日（土） 
平成25年度 発達障害者支援センター全国連絡協議

実務者研修会 第2分科会 

北九州市 

北九州市発達障害者支援
センター「つばさ」 

西部圏域 

東部圏域 

中部圏域 

西部分所 
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平成24年度相談者の年齢層（実人数８８４人） 

成人期の機関との連携について 
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福岡県障害
者職業セン
ター北九州
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北九州市障害者自立支援協議会 

北九州市自立支援協議会 総会 

個別支援会議 

 
定
例
支
援
会
議 

【
開
催
】１
ケ
月
に
1
回
（全
市
対
象
） 

【
内
容
】 

○
個
別
支
援
会
議
の
開
催
報
告 

○
地
域
課
題
の
確
認
、
解
決
に
向
け
た
協
議 

○
社
会
資
源
の
紹
介
と
案
内 

【
参
加
】 

各
区
役
所
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、 

委
託
相
談
支
援
事
業
者
、
教
育
機
関
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権
利
擁
護
部
会 

【
開
催
】３
ケ
月
に
1
回 

【
内
容
】 

○
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
へ
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助
言
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事
業
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、
使
用
者
へ
の
研
修
体
制
の
確
立 

○
指
定
特
定
、
一
般
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害
児
相
談
支
援 

 

事
業
所
適
正
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営
助
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○
虐
待
防
止
個
別
ケ
ー
ス
会
議
の
開
催
検
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○
啓
発
活
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企
画
・実
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地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会 

【
開
催
】２
ケ
月
に
1
回 

【
内
容
】 

○
障
害
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支
援
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ネ
ッ
ト
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ー
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を
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築
す
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ー
ク
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懇
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催
検
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基
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相
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支
援
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事務局会議 

    

指
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相
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援
事
業
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等
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絡
会
議 

【
開
催
】６
ケ
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1
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（全
市
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【
内
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○
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待
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容
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披
瀝 

○
参
加
機
関
の
ネ
ッ
ト
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ー
ク
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【
参
加
】 

指
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定
相
談
事
業
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指
定
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般
相
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支
援
事
業
者
、 

障
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支
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事
業
者
、
各
区
役
所
、 

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
福
祉
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関係機関
への相談 

子ども・若者応援センター「YELL」 

北九州市子ども・若者支援地域協議会 
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就労支援における連携 

北九州市発
達障害者支
援センター 

北九州障害
者しごとサ
ポートセン
ター 障害者基幹

相談支援セ
ンター 

子ども・若
者応援セン

ター    
｢ＹＥＬＬ」 

北九州若者
サポートス
テーション 

ホームレス
支援セン
ター 

ハローワー
ク就職支援
ナビゲー
ター 

福岡県障害
者職業セン
ター北九州
支所 

医療機関 

福祉サービ
ス事業所 

成人期支援における地域の課題 

• 診断できる医療機関が少ない 

• 定期的なカウンセリングや相談に応じられる
場が少ない 

• ＳＳＴを提供できる場が少ない 

• 福祉サービス事業所の利用が難しい方の、
日中活動の場がほとんどない    

                         など 
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福祉サービス事業所（作業所）への支援 

  市内の福祉サービス事業所は数としては充
実しているが、不適応行動を起こすケースなど
もあり、専門性の向上が望まれる。 

              ↓ 

  

        実践に役立つ研修会 

        機関コンサルテーション 

 

平成25年度 支援者に向けた研修 

テ ー マ 日 程 講   師 

発達障害者支援のための初級セミナー       
 -ＴＥＡＣＣＨに学ぶ- 

 

     諏訪 利明 氏 

7月6日（土） （川崎医療福祉大学 医療福祉学科 准教授） 

  7日（日）  重松 孝治 氏 

    （川崎医療福祉大学 医療福祉学科 特任講師） 

発
達
障
害
者
支
援
の
た
め
の 

 
 
 

 

実
践
セ
ミ
ナ
ー 

 

A 行動の見方 8月3日（土） 
 酒井 一榮 氏 
（北九州市立引野ひまわり学園 園長） 

B PECSについて 9月7日（土） 
 今本 繁 氏 
（ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ教育ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｵﾌﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ 代表）              

C 高機能発達障害児者の理解と支援 11月30日（土） 
 河野 義恭 氏 
（北九州市立総合療育センター副所長 小児科医） 

フォローアップセミナー   1月26日（日） 
 今本 繁 氏 
（ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ教育ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｵﾌﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ 代表）              

実践報告会 未定        未定 
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構造化セミナーで学んでいただいたことが、 
実際の支援に生かされにくい理由は？ 

• 対象者のタイプが違う？ 

• 自身の職場で、どのように生かせばよいかわ
からない？ 

• 施設職員間のコンセンサスが得られ難い？ 

• 取り組む時間がない。 

 

 

平成25年度 福祉サービス事業所への 
コンサルテーションを強化 

              

              
 

            

 

 

今までのコンサルテーションの問題点 
    ・ 一部の職員には理解が深まるが、施設全体の支 
     援技術の向上につながりにくい。 
    ・ 基本的な理解がなされないまま、方法論的な取り 
     組みになってしまう心配がある。 

     支援技術の向上を望んでいる事業所を探す。 
              

職員が、成功体験を感じやすい方をモデルケースとして抽出し、
実際の現場で評価や構造化を体験してもらう。                 
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講義 
• 「構造化」についての基本的な講義 

アセスメ
ント 

• アセスメントの実施 

構造化 
•構造化や、自立課題の作成を行う 

話し合い 
•必要な構造化についての話し合い 

振り返り 
•事業所で実施後、経過の振り返りを行う 

再構造化 
•再構造化へ 

機関コンサ
ルテーション
のながれ 

つばさスタッフ
が事業所を訪
問し、現場で実
施する。 

期待される効果について 

• コンサルテーションの流れがある程度はっき
りしており、事業所としても見通しを持ちやす
い。 

• 職員が成功体験を積むことで、モチベーショ
ンが維持されやすく、支援の効果や必要性な
どが理解しやすい。 

• 事業所全体で取り組んでもらうことで、時間
が確保され、また共通理解が出来やすい。 
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 今年度は試行的な実施。実施後は、コンサル
テーションを実施した事業所の意見を伺った
り、対象者の変化を追いながら、効果検証を
行う。 

       

    効果が得られれば、地域へ発信 

  

 

 研修会や機関コンサルテーションを通した発 

達障害者支援の人材育成へ。 


